
＜令和 5 年度 研究発表会開催概要＞ 

⽇ 時：令和 5 年 11 ⽉ 16 ⽇（⽊） 
場 所：ホテルアウィーナ⼤阪 
発表校：⼤阪市⽴⽮⽥中学校（⼤阪市東住吉区） 
テーマ：「⼈権感覚⼒の育成」「主体性の伸張」に着⽬した修学旅⾏の取り組み 
 
【重点を置いた活動】 
 ⽣徒の⾃尊感情の向上を⽬指し、⾃⼰決定権を尊重した取り組みを推進した修学旅 
 ⾏ 
 
（実施要領） 
 ・旅⾏先  広島県⼤崎上島・⼤久野島、岡⼭県鷲⽻⼭ 
 ・時 期  令和５年５⽉ 10 ⽇（⽔）〜12 ⽇（⾦） 
 ・実施学年 第 3 学年（56 名）  引率教員 10 名 
  

・⽇程概要 
  1 ⽇⽬：学校（バス）⇒⽵原港（フェリー）⇒⼤崎上島（櫂傳⾺体験 ⺠泊） 
  2 ⽇⽬：家業体験⇒垂⽔港（フェリー）⇒⽵原港（バス）⇒忠海港（フェリー） 
      ⇒⼤久野島（平和講話・戦跡巡り 宿泊） 
  ３⽇⽬：毒ガス資料館⇒⼤久野港（フェリー）⇒忠海港（バス）⇒鷲⽻⼭ハイラ

ンド⇒学校 
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●
学
校
紹
介

本
校
は
、
大
阪
市
の
南
部
に
あ
り
大
和
川
を
挟
ん
で
松
原
市
と
隣
接
し
住
宅

地
の
中
に
田
園
地
帯
の
残
る
地
域
で
あ
る
。
創
立
は
昭
和
二
二
（
１
９
４
７
）

年
で
、
今
年
の
３
年
生
は
77
期
生
と
な
る
。
生
徒
数
は
１
８
３
名
で
、
学
級
数

は
特
別
支
援
学
級
を
含
め
て
11
学
級
で
あ
る
。
教
職
員
数
は
30
名
、
サ
ポ
ー

タ
ー
や
部
活
動
指
導
員
な
ど
の
会
計
年
度
職
員
21
名
を
加
え
て
51
名
の
ス

タ
ッ
フ
で
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
77
期
生
60
名
の
生
活
状
況
は
、
要
保
護
17
％
、
準
要
保
護
39
％
、
合
わ
せ

て
56
％
と
大
阪
市
平
均
と
比
較
し
て
も
か
な
り
高
い
状
況
で
、
虐
待
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
等
の
課
題
を
持
つ
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
小
学
校
を

含
め
た
本
校
区
で
は
、
自
尊
感
情
の
育
成
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
行

事
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
、
互
い
を
認
め
合
い
、
自
信
を
も
っ

て
主
体
的
に
行
動
で
き
る
こ
と
が
最
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

教
育
旅
行
研
究

大
阪
府
　  

大
阪
市
立
矢
田
中
学
校

学校外観

School Data

【創立年】　昭和 22（1947）年
【所在地】　大阪府大阪市東住吉区住道矢田 9-5-55
【教育目標】  ○ 豊かな人間性とたくましく生きる力を身

に付けた矢田中生の育成
 ○ 「生きる力を」育む教育活動を推進する。
 ○ 基礎基本事項の定着を図り、自ら学ぶ意欲

と態度を育て、目的意識をもって学習する
生徒を育成する。

 ○ 互いの人権を尊重し、豊かな心を持ち、共
に生きようとする生徒を育てる。

 ○ 個性を伸ばし、互いに認め合い支えあう集
団を育てる。

 ○ 健康でたくましい心身を育てる。自律的な
生活態度を育てる。

【全校生徒数】　183 名
【教職員数】　　30 名

「人権感覚の育成」「主体性の伸張」に
着目した修学旅行

校　　長　西川　祐功
主務教諭・３学年主任　塚本　一清

●
●
●
●
●

旅 行 先
時　　　 期
参加生徒数
引 率 教 員
日 程 概 要　

広島県、岡山県
令和５（2023）年 5月 10日（水）〜 12日（金）　２泊３日
３年生　56名
10名

【１日目】    学校（バス）⇒ グリーンスカイホテル竹原 ⇒ 竹原港（フェリー）⇒ 白水港 ⇒ 大崎上島 ⇒ 櫂
伝馬（かいでんま）体験 ⇒ 入島式 ⇒ 民泊体験　各農家

【２日目】    民泊体験　各農家 ⇒ 退島式 ⇒ バスで垂水港へ ⇒ フェリーで竹原港へ ⇒ バスで忠海港へ ⇒ 
フェリーで大久野港へ ⇒ 大久野島 ⇒ 徒歩で休暇村大久野島（ホテル）⇒ 平和講話 ⇒ 大久野島
内遺跡巡り ⇒ ホテル

【３日目】    ホテル ⇒ 毒ガス資料館 ⇒ 大久野港 ⇒ フェリーで忠海港へ ⇒ 鷲羽山ハイランド ⇒ 学校

実施要項
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本
校
の
現
状
と
課
題

（
目
的
設
定
の
背
景
）

本
校
の
生
徒
の
生
活
現
状（
令
和
四
年
度
）は
、

生
活
保
護
率
は
12
％
、
生
活
保
護
を
含
め
た
就
学

援
助
率
は
46
％
、
ひ
と
り
親
も
し
く
は
両
親
が
い

な
い
生
徒
の
割
合
が
27
％
と
、
大
阪
市
平
均
と
比

較
し
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
30

日
以
上
欠
席
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
は
、
昨
年
度

大
幅
に
増
加
し
（
令
和
三
年
度
17
名
→
令
和
四
年

度
27
名
）、
３
年
生
で
14
％
、
２
年
生
で
17
％
、
１

年
生
で
13
％
、
全
校
平
均
で
15
％
と
、
大
阪
市
平

均
よ
り
多
い
状
況
で
あ
る
。
１
０
０
日
以
上
の
欠

席
者
も
10
名（
令
和
三
年
度
２
・
２
％
→
令
和
四
年

度
５
・
４
％
）
と
倍
増
し
て
い
る
。
ま
た
、令
和
四

年
度
１
年
間
で

の
虐
待
ケ
ー
ス

で
の
対
応
は
14

件
（
令
和
三
年

度
10
件
）。現
時

点
で
施
設
対
応

と
な
っ
て
い
る

生
徒
も
お
り
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
調
査
に
お

い
て
も
、
対
象

と
な
る
家
庭
が

12
・
７
％
該
当

し
て
お
り
、
何

ら
か
の
支
援
が

必
要
な
生
徒
の

割
合
は
、
１
年
生
で
33
％
、
２
年
生
で
29
％
、
３

年
生
で
28
％
と
極
め
て
厳
し
い
割
合
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
本
校
生
徒
が
置
か
れ

て
い
る
生
活
状
況
に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
校
生
徒

は
、
上
記
の
グ
ラ
フ
が
現
す
よ
う
に
、
自
尊
感
情

の
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

修
学
旅
行
を
実
施
し
た
３
年
生
に
お
い
て
も
、

２
年
生
後
半
か
ら
３
年
生
初
め
に
３
人
の
生
徒
が

転
入
し
た
が
、
い
ず
れ
も
生
活
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
拡
大
す
る
格
差
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
修
学
旅
行
の
目
標
設
定
を
、
互
い
の
違
い
と
個

性
を
認
め
合
う
た
め
の「
人
権
感
覚
の
育
成
」と
、

自
尊
感
情
を
育
む
た
め
の
「
主
体
性
の
促
進
」
と

し
た
。

目
的
地
の
設
定

本
校
は
人
権
教
育
を
中
心
に
様
々
な
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
修
学
旅
行
に
お
い
て
は
、
中
学

校
生
活
３
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た
平
和
学
習
が

行
え
る
場
所
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
選
定
を

行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
２
年
生
時
の
取

り
組
み
で
あ
る
職
業
体
験
学
習
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
少
し
ず
つ

落
ち
着
い
て
き
た
た
め
、
自
然
や
人
と
触
れ
合
い

様
々
な
こ
と
を
体
験
す
る
家
業
体
験
学
習
「
民

泊
」
が
で
き
る
場
所
と
し
て
選
定
を
行
っ
た
。
ま

た
、
学
年
の
生
徒
の
中
に
は
、
家
庭
環
境
に
課
題

を
抱
え
た
生
徒
、
学
習
に
対
し
て
自
信
の
も
て
な

い
生
徒
、無
気
力
な
生
徒
な
ど
が
お
り
、そ
う
い
っ

た
生
徒
た
ち
が
修
学
旅
行
を
通
し
て
積
極
性
や
協

調
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
選
ん
だ
。

事
前
学
習

本
校
で
は
１
年
生
入
学
時
よ
り
、
互
い
の
立
場

と
違
い
を
理
解
し
あ
う
集
団
作
り
に
始
ま
り
、

様
々
な
人
権
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
部
落
問

題
学
習
と
し
て
は
、
１
年
時
に
「
迷
信
と
汚
れ
意

識
」、２
年
時
で
は
「
大
和
川
の
付
け
替
え
と
矢
田

部
落
の
起
こ
り
」。
障
が
い
者
理
解
学
習
と
し
て

は
、
１
年
時
に
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い

い
」、
２
年
時
に
「
聴
覚
・
視
覚
障
が
い
者
の
講
話

と
体
験
」「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ（
ボ
ッ
チ
ャ
）体
験
」。

●重点を置いた活動

生徒の自尊感情の向上を目指し、
自己決定権を尊重した取り組みを推進した修学旅行

教育旅行研究

クラス対抗で櫂伝馬（かいでんま）競争
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国
際
理
解
教
育
と
し
て
は
、
１
年
時
に
「
民
族
体

験
（
韓
国
・
朝
鮮
の
遊
び
）」、
２
年
時
に
は
「
韓

国
・
朝
鮮
と
日
本
の
歴
史
」
と
異
文
化
理
解
。
そ

の
他
の
人
権
教
育
と
し
て
、
１
年
時
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
理
解
、
２
年
時
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に

つ
い
て
学
習
し
て
き
た
。

２
年
時
の
１
月
か
ら
、
生
徒
の
有
志
で
修
学
旅

行
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
活
動
を
行
っ
た
。
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
一
泊
移
住
の
延
期
や
職
業
体
験
の

中
止
な
ど
が
あ
り
、
生
徒
も
教
員
も
予
定
通
り
に

実
施
で
き
る
初
め
て
の
宿
泊
行
事
で
あ
り
、
入
念

な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
修
学
旅
行

時
、
平
和
学
習
も
行
う
た
め
、
１
年
生
で
地
元
大

阪
の
「
大
阪
大
空
襲
」「
田
辺
の
模
擬
原
爆
」
の
学

習
、
２
年
生
で
「
沖
縄
で
の
地
上
戦
」
に
つ
い
て

学
習
し
て
お
り
、
修
学
旅
行
へ
の
準
備
を
進
め
て

き
た
。

活
動
の
様
子

●
櫂
伝
馬
体
験

大
崎
上
島
の
伝
統
的
な
舟
、「
櫂か

い

伝で
ん

馬ま

」
を
体

験
。
前
後
半
と
各
ク
ラ
ス
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
櫂
伝
馬
に
乗
り
込
み
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
」

と
「
櫂
伝
馬
の
歴
史
や
組
紐
の
結
び
方
に
つ
い
て

の
講
習
を
行
う
グ
ル
ー
プ
」
に
分
か
れ
て
活
動
し

た
。
最
後
は
ク
ラ
ス
対
抗
で
櫂
伝
馬
競
争
を
行

い
、各
ク
ラ
ス
団
結
し
、学
年
全
体
が
一
つ
に
な
っ

て
取
り
組
め
た
。
大
き
な
声
を
出
し
、
息
を
あ
わ

せ
て
櫂
を
漕
ぐ
生
徒
た
ち
の
姿
は
、
感
動
も
の

だ
っ
た
。

●
民
泊
体
験

大
崎
上
島
の
民
家
さ
ん
宅
で
家
業
体
験
。
漁
師

や
農
家
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
運
営
さ
れ
て
い
る

ご
家
庭
で
の
民
泊
は
、
大
阪
で
は
味
わ
え
な
い
自

然
を
ふ
ん
だ
ん
に
楽
し
み
な
が
ら
家
業
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
大
崎
上
島
で
は
、
コ
ロ
ナ
後
最

初
の
民
泊
実
施
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
を
挙

げ
て
の
大
歓
迎
を
受
け
た
。
最
後
に
島
を
離
れ
る

時
に
は
、
町
長
を
は
じ
め
多
く
の
島
民
の
皆
様
に

見
送
ら
れ
て
、
感
動
的
な
別
れ
と
な
っ
た
。

●
平
和
講
話

平
和
講
話
は
、
ホ
テ
ル
の
大
広
間
で
広
島
県
の

元
社
会
科
教
員
の
山
内
さ
ん
よ
り
ご
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
戦
前
の
「
地
図
に
無
い
島
、
大
久
野

島
」
の
歴
史
や
、
毒
ガ
ス
の
後
遺
症
で
苦
し
ん
だ

人
た
ち
な
ど
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
も
触
れ
て
、
戦
争
の
非
人

道
性
や
命
の
尊
さ
、
今
も
続
く
現
実
の
厳
し
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

●
遺
跡
散
策

大
久
野
島
内
を
自
然
に
触
れ
な
が
ら
サ
イ
ク
リ

ン
グ
で
巡
り
、
島
に
残
る
戦
争
に
ま
つ
わ
る
遺
跡

を
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
見
学
を
行
い
、
戦
争
の
実
相
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

●
学
年
レ
ク

修
学
旅
行
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
学
年
全
体

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
、
ダ
ン
ス
な
ど
で
学
年
の
絆
や
親
睦
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
毒
ガ
ス
資
料
館

戦
争
中
、
大
久
野
島
が
地
図
か
ら
消
さ
れ
た
歴

史
や
毒
ガ
ス
を
製
造
す
る
際
に
た
く
さ
ん
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
映
像
や
資
料

民泊体験で釣った魚の調理

広島県の元社会科教員の山内さんより平和講話

毒ガス資料館見学
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を
通
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

●
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド

学
年
全
体
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
パ
ー
ク
内
を

思
う
存
分
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
中
央
の
ス
テ
ー
ジ

で
行
わ
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
に
も
参
加

し
、
生
徒
た
ち
が
パ
ー
ク
全
体
を
盛
り
上
げ
た
。

今
回
の
修
学
旅
行
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
自
主
性

を
認
め
て
い
く
中
で
、
私
服
で
の
行
動
が
多
く
の

場
所
で
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
矢
田
中
学
校

に
と
っ
て
も
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

振
り
返
り

本
年
度
は
、
広
島
県
の
離
島
（
大
崎
上
島
・
大

久
野
島
）
を
中
心
と
し
た
行
き
先
選
定
を
行
っ

た
。
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
、
自
然
や
歴

史
を
大
い
に
堪
能
し
な
が
ら
「
櫂
伝
馬
」「
民
泊
」

「
平
和
学
習
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
厳
し
い
か
も

し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
「
民
泊
」
も
予
定
通

り
に
実
施
で
き
、
大
崎
上
島
の
方
々
の
人
間
味
溢

れ
る
温
か
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
と
「
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
」

を
学
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
久
野
島
で
の
「
平
和
講
話
」「
遺
跡
散
策
」

「
毒
ガ
ス
資
料
館
見
学
」
で
は
、
今
ま
で
話
や
映

像
な
ど
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
体
験
談
や

現
物
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
実
際
に
あ
っ
た
出

来
事
」
と
い
う
認
識
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
で

の
活
動
は
生
徒
主
体
で
行
っ
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
や
出
し
物
を

生
徒
た
ち
で
考
え
、
学
年
全
体
で
盛
り
上
が
る
こ

と
が
で
き
た
。
鷲
羽
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
は
、「
私

服
」
で
の
活
動
を
試
み
、
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を

守
っ
て
服
装
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
活
動
し
た
り
、
生
徒
た
ち
が
「
あ
り
の
ま

ま
」
に
活
動
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
行
え
た
。

人
の
温
か
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
た
り
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
残
酷
さ
を
学
ん
だ
り
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
出
せ
た
り
と
短
い
期
間
で
多
く
の
人
権
感

覚
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
の
感
想
と
事
後
学
習

生
徒
の
感
想
は
、
平
和
講
話
や
毒
ガ
ス
資
料
館

な
ど
の
戦
争
に
対
す
る
学
習
に
つ
い
て
の
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
た
。「
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
戦
争
中
に
実
際
に
使
わ

れ
て
い
た
服
や
道
具
、
写
真
を
見
て
悲
惨
さ
を
痛

感
し
た
」「
今
で
も
苦
し
ん
で
い
る
ひ
と
が
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
」「
戦
争
は
誰
が
加
害
者
な
の
か

わ
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
な
ど
、
２
度
と
同
じ
過

ち
を
犯
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、
実
際
の
話
を

聞
い
た
り
、
物
を
見
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と

で
、
戦
争
の
怖
さ
を
肌
身
で
感
じ
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。

帰
校
後
は
、
夏
休
み
の
平
和
登
校
日
に
「
広
島

の
原
爆
」
に
つ
い
て
事
後
学
習
と
し
て
行
い
、
戦

争
の
悲
惨
さ
、
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る

こ
と
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

修
学
旅
行
の
３
日
間
で
、
し
お
り
を
見
て
次
の

行
動
や
役
割
を
行
お
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

時
間
を
大
切
に
し
た
り
、
自
分
で
自
分
の
や
る
べ

き
こ
と
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
協
調

性
や
個
人
の
人
間
力
の
高
ま
り
も
見
え
た
。
修
学

旅
行
の
成
果
を
今
後
の
学
校
・
学
年
活
動
に
活
か

し
、卒
業
後
の
進
路
で
大
き
く
飛
躍
で
き
る
よ
う
、

学
年
教
員
一
丸
と
な
っ
て
77
期
生
の
成
長
に
こ
れ

か
ら
も
大
き
く
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に

修
学
旅
行
を
終
え
、
今
後
は
自
分
た
ち
の
身
の

回
り
の
人
権
課
題
に
向
き
合
う
た
め
、「
矢
田
学

習
」
や
「
拉
致
問
題
」、「
い
じ
め
問
題
」
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
、
進
路
や
そ
の
後
を
見
据
え
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
育
成
を
行
い
、
卒
業
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教育旅行研究

大久野島の歴史遺構

鷲羽山ハイランドでの多文化交流




